



































































































































































































































































































































































































方、2019 年度の通常授業では 80 点以上の割
合は18％である。
・「不可」の成績となる 60 点未満の割合をみる
と、通常授業は 17％、遠隔授業では 20％と
なっていた。いずれも再試前の得点なので実
際にはここから再試、追加課題等で合格にた
どり着く学生が多い。
・ここで対象を 30 点未満に絞り込むと通常授
業では 1.8％に過ぎなかったこの層が、遠隔
授業では、9.6％にも拡大していることがわ
かった。
図14　再試前得点分布の比較
以上の結果から、山型から谷型への変化とも
呼べるほどの得点分布の違いが見えてきた。こ
のことは何を意味するのであろうか。
様々な要因が影響していると思われるが、遠
隔授業の場合は、順調に課題を消化して難なく
高得点を得る層が拡大する一方、ほとんど授業
に対応できず質問もしないままどうしてよいか
わからなくなっている層を生み出してしまって
いるのではないかと判断している。
4-2．学生の属性による差異
遠隔授業を始めてすぐに気づいたのは、初歩
的な課題がなかなか出てこない学生の存在であ
る。学科を問わず、そういう学生が一定数いて、
課題の消化が遅れているというよりは、授業動
画の閲覧や、資料参照、課題の提出方法等、基
本的な PCの操作の部分でサポートが必要な学
生であったのではないかと考えている。これは
入学後、対面での PC操作に関するサポートが
全く無いまま遠隔授業をスタートせざるをえな
かったことの影響であろう。
毎年、PCを触った経験がほとんどなく電源
ボタンの位置も指示されるまでわからないとい
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う学生もいるが、教室では隣に聞いたり、TA
のサポートを受けたりしながら、徐々に慣れて
いくのがほとんどで特に問題は生じていなかっ
た。しかし遠隔授業の場合は、一人で PCに向
かっている状態で、ちょっと声をかけて質問す
ることや、挙手してサポートをうける仕組みが
ないため、前項の「質問もしないままどうして
よいかわからなくなっている層」になっている
可能性が高いと考えている。
5．おわりに
本稿では、大学の情報部門である総合情報セ
ンターと初年度前期科目「情報処理基礎」にお
けるこれまでの取り組みに触れながら、情報基
礎教育を遠隔授業で実施した結果から、その効
果と課題を明らかにしようと試みた。
遠隔教育そのものが、ICT利用を前提として
いるため、その入口で戸惑う学生への支援が大
きな課題であることがわかった。教室であれば、
戸惑っている学生に気がついて声かけができる
が、遠隔授業、特にオンデマンド型の場合は、
学生のアウトプットが反応を知る唯一の手段と
なってしまう。せめて導入部だけでも教室内対
面で実施できる仕組みがあればよかったのでは
ないかと考えている。または授業開始初期の段
階で、積極的なサポートが必要な学生を見極め
て、少人数クラスで安全に配慮しながら対面型
授業を実施するのであれば可能であったかもし
れない。
一方繰り返し授業が視聴できるオンデマンド
型の授業は、真面目に課題に取り組む学生に
とってはメリットが大きかったと思われる。
正式に遠隔授業が始まる前に、自宅待機中の
学生向けに「お試しWebクラス」という自由
参加の事前学習の仕組みを試したが、そこに参
加するための知識や技能を持たない学生の存在
にも留意すべきであった。
次年度の「情報処理基礎」にむけて様々な検
討を進めておきたい。
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